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午前９時００分再開 

○議長（山下 壽君）  おはようございます。ただ今から平成２３年第５回川南町議会定例会を

開会します。これから本日の会議を開きます。本日の議事日程は、お手元にお配りしてあるとおり

でございます。しばらく休憩します。全員、議員控室へ移動をお願いします。 

午前９時０１分休憩 

午前９時５５分再開 

○議長（山下 壽君）  会議を再開します。休憩前に引き続き、会議を続行します。 

 日程第 １ 「諸般の報告」 

を行います。前回の議会から本日までの主な事柄については、お手元にお配りしました別紙のと

おりでありますが、５月１１日、本町で開催されました児湯郡（市）町村議会議長会において、役

員について審議し、会長に川南町議会の山下 壽議長、副会長に都農町議会の多田 久議長

が選出され、また、６月３日、宮崎市で開催されました宮崎県町村議会議長会臨時総会におい

て、役員について審議し、会長に川南町議会の山下 壽議長、副会長に門川町議会の安田茂

明議長、同じく副会長に三股町議会の山中則夫議長が今期役員に選出されました。 

 なお、定期監査の結果並びに例月出納検査の結果についての報告は、お手元に配布してあ

るとおりであります。以上で報告を終わります。 

 日程第 ２ 「会期の決定について」 

を議題とします。お諮りします。本定例会の会期は、本日から１７日までにしたいと思います。これ

に、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認めます。したがって、会期は、本日から１７日までの９日間に決定しました。 

 日程第 ３ 「会議録署名議員の指名」 

を行います。本定例会の会議録署名議員は、会議規則第１１８条の規定によって、【濱本義則】

君及び【川上 昇】君を指名します。 

 日程第 ４ 「町政運営方針について」 

 町政運営方針について、町長から発言を求められておりますので、これを許します。 

○町長（日髙 昭彦君）  本日ここに、平成２３年第５回川南町町議会定例会の開会にあたり、

町政運営に臨む私の所信を申し上げます。 

 私は、このたび町民の皆様のご理解とご支援をいただき、町政を担当させていただくことになり

ました。責任の重さと使命の大きさに決意を新たにしているところでございます。 

 昨年の口蹄疫は、本町に大きなダメージを与えました。こんな時だからこそ、ピンチをチャンスに

変えることができるよう、町民の総力を挙げ、チームかわみなみで「新生川南町」をつくっていかな

ければなりません。 

 「自由に発想 慎重に計画 大胆に実行」をモットーに、若さと行動力で、川南町のさらなる発
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展のため、全力で取り組む所存でありますので、ご支援とご協力をお願いいたします。 

 平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災は、東北・北関東太平洋沿岸部を中心に、未曽

有の被害をもたらしました。お亡くなりになられた方々のご冥福を心よりお祈り申し上げますととも

に、被災された皆様に衷心よりお見舞いを申し上げます。 

 昨年、口蹄疫が発生した際には、全国各地からご支援をいただき、励ましていただきました。今

回の大災害につきましては、感謝の気持ちをもって、本町でもできる限りの支援を行っていくとと

もに、直接被害を受けていない我々が元気に活動することが支援につながっていくものと考えて

います。 

 昨年、日本経済は、長年保ってきたＧＤＰ世界第２位の座から転落し、得意のデジタル家電機

器分野では、韓国企業が躍進するなど、世界経済における地位・存在感の低下が目に見える形

となってきました。 

 また、長引く不況、デフレによる雇用の抑制が続き、失業率の高止まり、大学生の就職内定率

低下などを引き起こしています。 

 国におきましては、こうした経済の閉塞を打破し、景気回復に向けた道筋を確かなものにするた

めに、新成長戦略で「強い経済」「強い財政」「強い社会保障」の実現を目指しています。しかし

ながら、膨らむ一方の社会保障の財源確保は限界にきており、消費税を含む税制改革や社会

保障制度の抜本的改革は今後の大きな課題となっています。 

 人口減尐、尐子高齢化社会の進行、社会構造の変革の中で、住民に身近な基礎自治体の果

たすべき役割は、従来にも増して大きくなっています。 

 そのような中、今年度から１０カ年の町政運営の羅針盤となる、第５次川南町長期総合計画で

は、「活かす」「育てる」「安らぐ」を基本理念に「自然と調和した輝くまち新生かわみなみ」をまち

の将来像に掲げています。 

 この将来像を実現するために、 

  （１）豊かな自然と共生する安全・安心なまちづくり 

  （２）地域の特性・資源を活かした輝くまちづくり 

  （３）健康でいきいきと暮らせるまちづくり 

  （４）生きる力を育む人づくり、まち文化づくり 

  （５）みんなで創るまちづくり 

を長期的視点に立ったまちづくりの５つの基本目標として定め、事業運営における具体的な施

策を通じて、目指す将来像の実現に向け、取り組んでまいります。 

 それでは、主な施策につきまして、長期総合計画の基本目標にしたがってご説明いたします。 

 まず、「豊かな自然と共生する安全・安心なまちづくり」であります。  

 東九州自動車道は、平成２２年に西都インターチェンジから高鍋インターチェンジが開通し、平

成２４年度末までに都農インターチェンジまで開通が予定されています。現在、高鍋インターチェ
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ンジへのアクセス道として、鬼ケ久保～十文字線の整備を行っています。 

 また、上町～南中須線の道路改良工事を昨年に引き続き行い、長年の懸案でありました本町

メインストリートの整備を完了いたします。 

 公園整備につきましては、高森近隣公園の整備を行い、町民の皆様の憩いの場、健康増進の

場として、またスポーツキャンプ誘致などに活用してまいります。 

 今回の東日本大震災により、改めて自然災害に対する備えが重要であることが認識されました。

特に地元住民で組織する自主防災組織は、災害弱者の避難誘導、避難所の運営などに活躍し、

災害時の「共助」の活動主体となっており、本町では通浜地区で結成されています。他の地域に

つきましても、皆様と協議を行いながら、自主防災組織の結成を推進してまいります。 

 本町の現在の基幹系電算システムは、平成１７年度に導入し、更新の時期を迎えています。ま

た、情報通信技術の進歩により、外部の情報センターに設置した機器・ソフトウェアーなどを市町

村が共同で使用する「自治体クラウド」への移行が進展しています。本町でも平成２４年度に予

定します、基幹系電算システム更新に向けて、自治体クラウドを活用したシステム構築に取り組

んでまいります。 

 次に「地域の特性・資源を活かした輝くまちづくり」であります。 

 本町の基幹産業であります農業の振興につきましては、口蹄疫からの復興が大きな課題であり、

畜産業の再生と並行して耕種部門の新たな取り組みが必要となっています。 

 特に畜産業の再生につきましては、特定疾病のない地域、環境に配慮した畜産、耕畜連携な

ど新たな魅力を加えた畜産業の推進を行ってまいります。 

 そのために、家畜の導入に際しては、特定疾病のない地域からの導入を推進するとともに、防

疫の徹底指導に努めてまいります。また、家畜の排せつ物を堆肥として耕種農家が活用し、耕

種農家が飼料用作物を栽培する耕畜連携・循環型の産地を目指します。 

 農地基盤整備につきましては、畑地かんがい事業の尾鈴地区土地改良事業に取り組み、国

営・県営事業を進めてまいります。 

 本年度に切原ダムが完成し、平成２５年度に青鹿ダムの改修が終わりますと、国営事業は完了

となります。県営事業につきましては、染ケ岡・鬼ケ久保地区の申請手続きを行う一方、施設の

管理を行う土地改良区の設立に向けて取り組んでまいります。 

 かんがい用水を活用した畑作営農の推進を図り、農商工連携や第６次産業化を見据えた付加

価値の高い産地づくりを目指してまいります。 

 川南町には、山、川、海があり、その豊かな自然の恵みである農産物、水産物などの多くの特

産物があります。また、軽トラ市、ザ・フェスティバル・イン・トロントロン、電飾大作戦など、多くのイ

ベントもあります。これらを活用、連携させた地域振興策を検討してまいります。 

 次に「健康でいきいきと暮らせるまちづくり」であります。 

 誰もが生涯を通じて、健康で明るく、いきいきと生活を送ることは、共通の願いであります。 
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 疾病の予防と早期発見は、町民の皆様の健康を支えるための重要な施策であります。本町で

は、保健師を増員し、検（健）診、健康指導の体制を充実させてきたところであり、各種健康診査、

健康教室、訪問指導などの健康増進事業及び母子保健事業のさらなる充実を図ってまいりま

す。 

 病気の早期発見や治療にとどまらず、住民一人一人が健康的な生活を習慣づけられるよう、

指導・啓発に努めてまいります。 

 平成１２年にスタートした介護保険事業は、年々利用者が増加し、今では、高齢期を支える重

要な社会保障制度のひとつとなりました。今年度につきましては、平成２４年度からの３カ年の介

護サービスと介護保険料を決定する、第５期川南町老人保健福祉・介護保険事業計画を策定し、

サービス充実と健全運営に努めてまいります。 

 国民健康保険事業につきましては、特定健診や疾病予防事業などにより、医療費の抑制に努

めていますが、医療費は増加の一途をたどっています。また、口蹄疫の影響により、今後国民健

康保険税収の減尐も見込まれ、財政状況は、ますます厳しい状況になると予想しています。 

 全国的にも、市町村単位で運営する国民健康保険事業は、高齢化の進行、医療の高度化に

伴う医療費の増大により、厳しい運営を強いられています。国には、この現状を打開するため、県

や他の関係機関と連携し、医療保険制度の抜本的改革を早期に行うよう訴えかけてまいります。 

 次に「生きる力を育む人づくり、まち文化づくり」であります。 

 学校教育につきましては、未来を担う子どもたちが、心身ともに健康で、たくましく育ち、豊かな

心を育み、学力向上を目指すため、よりよい教育環境の整備に取り組むことが重要であると考え

ています。 

 家庭・地域・学校の連携により、地域や先人の知恵、伝統の継承を行うなど、豊かな心・地元を

愛する心を育んでいきます。また、子どもたちが地域の中で、さまざまな体験をすることができるよ

う取り組んでまいります。 

 最後に「みんなで創るまちづくり」であります。 

 本町の財政状況は、今後とも口蹄疫による町税等の減収や大規模事業の進展により、厳しい

財政運営が予想されています。 

 平成１８年度から取り組んできました集中改革プランによる行財政改革は、公共施設の民営化

や職員数削減など一定の成果をあげました。 

 今年度からは、第５次川南町行政改革大綱に基づく行動プランを作成し、さらなる行財政改革

に取り組んでまいります。 

 私は、政策の柱の１つとして、予算０（ゼロ）事業を掲げています。川南が持っている地域の宝を

創意工夫でより輝かせ、川南町の人、地域、経済を元気にしていく仕掛けを考えてまいります。 

 以上、私の所信の一端を申し述べさせていただきました。 

 私に託された期間は４年間でありますが、この時間軸を中心としながらも、先の１０年、２０年とい
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う長期的な時間軸をあわせ持ち、町民の皆様と共に前進してまいりたいと思っております。 

 議員各位におかれましては、町政を推進する両輪として、町政運営に格段のご理解とご支援を

賜りますようお願い申し上げまして、私の所信とさせていただきます。 

○議長（山下 壽君）  以上で町長の町政運営方針の説明を終わります。 

 日程第 ５ 議案第３９号 「副町長の選任について」 

を議題とします。朗読は省略します。本議案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（日髙 昭彦君）  議案第３９号につきまして、その提案理由をご説明申し上げます。こ

の議案は、副町長として山村晴雄氏を選任したく、地方自治法第１６２条の規定により、議会の

同意を求めるものでございます。山村晴雄氏は、昭和４７年７月に川南町に奉職以来３６年９カ

月勤務され、その間、学校給食共同調理場所長、財政課長を歴任し、平成１７年４月から平成２

１年３月まで総務課長として本町の行財政推進のため、ご尽力をいただいております。人格、識

見ともに優れており副町長として適任でございます。ご同意いただきますようよろしくお願いいたし

ます。 

○議長（山下 壽君）  以上で提案理由の説明を終わります。本案は、人事に関する案件であ

りますから、質疑・討論を省略して、直ちに採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認めます。したがって、質疑・討論を省略して採決いたします。採決の方法は、無記

名投票で行います。議場の出入り口を閉じます。ただ今の出席議員は、１２名であります。次に

立会人を指名します。会議規則第３２条第２項の規定によって、立会人に【内藤逸子】君及び

【児玉助壽】君を指名します。投票用紙をお配りします。念のため申し上げます。本案に賛成の

方は賛成と、反対の方は反対と記載して投票をお願いします。なお、重ねて申し上げます。投票

中、賛否を表明しない投票及び賛否の明らかでない投票は、会議規則第８３条の規定により、反

対とみなします。投票用紙の配布漏れはありませんか。配布漏れなしと認めます。投票箱を点検

します。異常なしと認めます。 

 ただ今から投票を行います。順次投票願います。投票漏れはありませんか。投票漏れなしと認

めます。投票を終わります。 

 これから開票を行います。【内藤逸子】君及び【児玉助壽】君は、開票の立ち会いをお願いいた

します。 

 投票の結果を報告します。投票総数１２票、そのうち賛成８票、反対４票。以上のとおり、賛成

多数であります。したがって、議案第３９号「副町長の選任について」は、これに同意することに決

定しました。議場の出入り口を開きます。 

 日程第 ６ 議案第３３号 「川南町税条例の一部改正について」 

を議題とします。朗読は省略します。本議案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（日髙 昭彦君）   議案第３３号につきまして、その提案理由をご説明申し上げます。
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今回の条例改正は、東日本大震災被災者の負担軽減を図るため、住民税における雑損控除、

住宅借入金控除、固定資産税等の特例を適用するため、地方税法等の一部を改正する法律

（平成２３年法律第３０号）が平成２３年４月２７日に公布されましたことに伴い、川南町税条例の

一部を改正しようとするものでございます。詳細につきましては、税務課長に補足説明させますの

で、よろしくご審議の上、ご決定いただきますようお願いいたします。 

○議長（山下 壽君）  補足説明があればこれを許します。 

○税務課長（永友 好典君）  議案第３３号につきまして、その補足説明を申し上げます。今回

の改正は、このたび発生しました東日本大震災に係る附則の改正によるもので、第２２条は震災

により生じた住宅や家財等の損失を、納税義務者の選択により、平成２３年度(平成２２年所得

分)町・県民税の総所得金額等から雑損控除として控除できるものであり、適用した年分の総所

得金額等から控除しきれない損失額については繰越期間を５年とするものであります。第２３条

は住宅借入金等特別税額控除の適用を受けていた住宅が、震災により滅失しても、控除対象

期間の残りの期間について、引き続き税額控除が適用されるとするものであります。また、第２４

条は震災により滅失・損壊した被災住宅用地や被災家屋について所有者等が被災代替土地や

被災代替家屋を取得した場合において、それぞれ特例を設けるものであります。以上で補足説

明を終わります。 

○議長（山下 壽君）  以上で、提案理由の説明並びに補足説明を終わります。 

 日程第 ７ 議案第３４号 「川南町使用料及び手数料徴収条例の一部改正について」 

 日程第 ８ 議案第３５号 「川南町都市公園条例の一部改正について」 

 以上、２議案を一括議題とします。朗読は省略します。本、２議案について、提案理由の説明を

求めます。 

○町長（日髙 昭彦君）  議案第３４号及び議案第３５号につきまして、その提案理由をご説明

申し上げます。議案第３４号は、農村環境改善センター多目的ホールの使用料を改定するととも

に、川南町都市公園条例中の別表を新たに追加するものでございます。議案第３５号は、議案

第３４号で川南町使用料及び手数料徴収条例に追加した別表について削除するものでございま

す。以上２議案、詳細につきましては生涯学習課長に補足説明をさせますので、よろしくご審議

の上、ご決定いただきますようお願いいたします。 

○議長（山下 壽君）  補足説明があればこれを許します。 

○生涯学習課長（橋本 正夫君）  議案第３４号について、その補足説明を申し上げます。条

例改正関係新旧対照表をご覧いただきながら説明をさせていただきます。５ページからになりま

す。別表第１及び別表第２におきまして「緒婚式」を「結婚式」に、改めるものでございます。また、

別表第２は農村環境改善センター多目的ホールの電球を、省電力のＬＥＤに交換したことに伴

いまして、多目的ホールの使用料の改定を行うものでございます。また、川南町都市公園条例の

「公園に施設を設ける場合」の使用料を川南町使用料及び手数料徴収条例の別表第９の６の次
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の別表第９の７に、「公園を占有する場合」の使用料を別表第９の８に、「有料公園施設を使用す

る場合」の使用料を別表第９の９に、「ナイター設備を使用する場合」の使用料を別表第９の１０と

して追加するものでございます。 

 続きまして、議案第３５号について、その補足説明を申し上げます。第２条の表中、地番表示を

改めるものでございます。第４条第１項第３号中は、事業を行う「興業」を催し物を行う「興行」に

改めるものでございます。議案第３４号に関連いたしまして、第１０条中、「別表に定める使用料」

を「川南町使用料及び手数料徴収条例」に改め、同条ただし書きを削除するものでございます。 

第１４条は、第２項を削除し、第３項を第２項とし「前２項」を「前項」に改めるものでございます。ま

た、川南町都市公園条例の別表を削除するものでございます。以上で補足説明を終わります。 

○議長（山下 壽君）  以上で、提案理由の説明並びに補足説明を終わります。 

 日程第 ９ 議案第３６号 「平成２３年度川南町一般会計補正予算（第１号）」 

 日程第１０ 議案第３７号 「平成２３年度川南町国民健康保険事業特別会計補正予算 

                  （第１号）」 

 日程第１１ 議案第３８号 「平成２３年度川南町後期高齢者医療特別会計補正予算 

                  （第１号）」 

 以上、３議案を一括議題とします。朗読は省略します。本議案について、提案理由の説明を求

めます。 

○町長（日髙 昭彦君）   議案第３６号から議案第３８号につきまして、その提案理由をご説明

申し上げます。 

 議案第３６号は、当初骨格予算において計上しなかった事業を中心に、歳入歳出予算の総額

に、歳入歳出それぞれ１億４，８７９万６千円を追加し、予算の総額を歳入歳出それぞれ６２億７，

０７９万６千円とするものでございます。 

 それでは、その主なものにつきまして、第１表の歳入から順を追ってご説明申し上げます。まず、

歳入でありますが、使用料及び手数料は、文化ホール使用料９５万円を計上しました。国庫支出

金は、６８０万円の増額で、高齢者や障害者等の要援護者台帳や避難マップ作成のための地域

支え合い体制づくり事業５００万円、橋梁の長寿命化修繕計画策定事業１８０万円を計上しまし

た。県支出金は、１４４万８千円の増額で、まちづくり交付金事業５１９万５千円を減額し、県単調

査計画事業３００万円、茶業経営構造改革総合対策事業補助金１３６万８千円等を計上しました。

繰入金は、１億１，４２９万８千円の増額で、財源調整のため、財政調整基金９，５４９万８千円、

口蹄疫被害復興支援として、川南町復興対策基金４００万円、養護老人ホーム福寿園改修工事

費助成のため、地域福祉基金１，４８０万円を繰り入れするものでございます。諸収入は、高速自

動車道通過市町村関連公共施設等整備助成金２，５００万円などを計上いたしました。 

 次に歳出について、ご説明申し上げます。総務費は、５６７万３千円の増額で、東日本大震災

に伴う災害見舞負担金３００万円が主なものでございます。次に、民生費は、２，３２３万６千円の
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増額で、養護老人ホーム福寿園改修工事補助金１，４８０万円、地域支え合い体制づくり事業５

００万２千円が主なものでございます。衛生費は、滅菌器の購入費３８万円、労働費は、緊急雇

用創出事業として、町営村上牧場草地整備事業１３９万６千円を計上しました。農林水産業費は、

１，６３３万９千円の増額で、川南町茶生産環境向上対策事業補助金１８５万５千円、口蹄疫被

害復興支援として、園芸施設導入補助金４００万円、県単調査計画事業の調査設計委託費５７

８万円の計上が主なものでございます。土木費は、７，９７０万５千円の増額で、道路維持費の毘

沙門・名貫線舗装改修工事２，５００万円、市町村道整備事業８５０万円、東九州自動車道建設

工事負担金４，３１８万１千円が主なものでございます。教育費は、２，２０６万７千円の増額で、国

光原中学校の技術室床改修工事８２８万円、モーツァルト祭実施事業補助金２１０万円、給食調

理用機器入替工事５４６万円等を計上しました。 

 次に議案第３７号は、歳入歳出の総額にそれぞれ５，８８９万１千円を追加し、歳入歳出予算の

総額をそれぞれ２４億７，１３９万６千円とするものでございます。 

 歳入において、国民健康保険税は、昨年発生しました口蹄疫により、手当金を受けられた世帯

につきまして、国税、町税等におきましては減免処置がとられますが、公平性を考慮し、また、今

後厳しい国民健康保険事業の先行きを踏まえ、減免措置は行わないことといたしました。また、

税率においては、昨年度と同じ税率で算定を行ったところでございます。国庫補助金、療養給付

費交付金、前期高齢者交付金につきましては、交付決定通知により、それぞれ計上したもので

ございます。 

 次に、歳出についてご説明申し上げます。保険給付費は、見込みにより増額計上しました。後

期高齢者支援金、前期高齢者納付金は算定通知により、増額計上、介護納付金については減

額計上いたしました。 

 次に議案第３８号は、歳入歳出予算の総額にそれぞれ７６万２千円を追加し、歳入歳出予算の

総額をそれぞれ１億５，３１４万８千円とするものでございます。 

 歳入として繰越金７６２千円を増額計上し、歳出に過年度保険料負担金の精算により不足する

額７６万２千円を追加計上するものでございます。 

 以上３議案、補足説明のあるものにつきましては担当課長に補足説明をさせますので、よろしく

ご審議の上、ご決定いただきますようお願いいたします。 

○議長（山下 壽君）  補足説明があればこれを許します。 

○総務課長（吉田 一二六君）  議案第３６号につきまして、総務課関連につきまして、補足説

明を申し上げます。１０～１１ページをお願いいたします。１７款２項１目、財政調整基金繰入金９，

５４９万８千円は、財源調整のため繰り入れをするものでございます。なお、各歳入項目で、歳出

と関連する部分につきましては、それぞれ関係所管課等が歳出の方でご説明を申し上げます。１

２～１３ページをお願いいたします。２款１項１目、一般管理費、１９節負担金補助及び交付金３０

０万円は、児湯郡町村会におきまして、昨年発生いたしました口蹄疫関しましては、全国から児
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湯の５町村に多くの義援金が寄せられましたことから、児湯の５町村で東日本大震災に伴う災害

見舞金を送ることとなりましたので、今回計上させていただきました。３目、財政管理費１３節、委

託金２３０万円は、公有財産管理システムの導入に伴い、バランスシート、それから、行政コスト計

算書、純資産変動計算書、資金収支計算書の財務四表を作成するものでございます。以上で、

補足説明を終わります。 

○健康福祉課長（佐藤 弘君）  それでは、議案第３６号、健康福祉課関係につきまして、その

補足説明を申し上げます。１２、１３ページをお願いいたします。３款民生費１項３目、老人福祉費

中、１３節、委託料４９０万円は、地域支え合い体制づくり事業を活用し、町内の要援護高齢者、

障害者及びその家族に関する基礎的事項等の把握を行い、台帳・マップを整備することで、日

常サービスの向上に加え、災害時の避難誘導や状況確認等にも活用できるシステムを構築する

ものでございます。同じく１９節、負担金補助及び交付金１，４８０万円は老人ホーム福寿園の改

修工事費に対する補助をおこなうもので、主に居室のバリアフリー化・テラス排水改修・屋根欠損

部改修・運動場トイレ設置及びボイラー室改修を予定しております。１４、１５ページをお願いしま

す。３款２項３目、保育所費１５節、工事請負費３４３万４千円は、中央保育所運動場の土・砂の

入れ替え、厚さ３０センチメートル、約８４０平方メートルを行うものです。４款１項３目、健康増進事

業費１８節、備品購入費３８万円は、全自動高圧蒸気滅菌器の買い替えを行うものです。以上で

補足説明を終わります。 

○農林水産課長（押川 義光君）  同じく、議案第３６号、農林水産課関係につきまして、その

補足説明を申し上げます。１４、１５ページをお願いいたします。６款１項３目１９節、負担金補助

及び交付金１９１万８千円中、茶業経営構造改革総合対策事業補助金１３６万８千円は、県の奨

励品種への改植を行う茶生産農家に対し、補助するものでございます。同じく農業者戸別所得

補償制度事業補助金５５万円は、尾鈴地域水田農業推進協議会が実施しております、農業者

戸別所得補償制度事業に関し、一部国の補助対象外となることに伴うものでございます。１６、１

７ページをお願いいたします。５目１９節、負担金補助及び交付金５８５万５千円中、茶生産環境

向上対策事業補助金１８５万５千円は、良質な生葉生産と化学肥料低減のため、有機質肥料を

施肥する生産農家に対し補助するものでございます。同じく口蹄疫被害復興支援対策費４００万

円は、口蹄疫からの復興のため、園芸作物の規模拡大を目指し、施設資材、被覆資材を導入

する農家に対し補助するものでございます。６目２２節、補償補てん及び賠償金１５０万円は、口

蹄疫による殺処分家畜の埋却地周辺地下水に異常が出た場合、因果関係を特定したうえで、

上水道敷設等の費用を負担するためのものでございます。以上で、補足説明を終わります。 

○農村整備課長（横尾 剛君）  議案第３６号農村整備課関係につきまして、その補足説明を

申し上げます。１６、１７ページをお願いいたします。６款１項７目、農地費の主なものを説明いた

します。１９節、負担金補助及び交付金９７万８千円は、農地・水・農村環境保全向上活動支援

事業が当初計画より増額いたしましたので、町負担分４分の１を計上したものでございます。次に、
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１１目、国営土地改良事業費の主なものですが、１３節、委託料５７８万円は、昨年度において同

額を計上しておりましたが、口蹄疫の影響で実施できませんでしたので、今回、改めて、県単調

査計画事業（通山・坂の上地区）として計上するものでございます。以上で補足説明を終わりま

す。 

○建設課長（村井 俊文君）  議案第３６号建設課関係につきまして、その補足説明を申し上

げます。１６、１７ページをお願いします。下段の８款２項２目１５節、工事請負費２，５００万円は、

毘沙門・名貫線舗装改修工事、Ｌ＝４００ｍ分の工事費を計上しました。この路線は、平成２０年

度より、終点の国道側の方から計画的に舗装の打ち換えを行っており、今回は、黒木運輸より南

側を施行予定であります。１８、１９ページをお願いします。上段の３目１３節、委託料３００万円は、

平成２０年度から平成２２年度の３カ年で８１橋の橋梁点検が完了しましたので、これに基づき橋

長１５ｍ以上３０橋の長寿命化修繕計画策定事業の委託料を計上しました。１５節、工事請負費

８００万円と２２節、補償補てん及び賠償金５０万円は、町道銀座・大内線と県道都農・綾線との

交差点改良工事、Ｌ＝５０ｍに伴う工事費と電柱移転補償費を計上しました。４目１９節、負担金

補助及び交付金４，３１８万１千円は、東九州自動車道建設に伴い高速道路と町道上小池・大

内線との立体交差部(川南パーキングエリア付近)の跨道橋に設置する歩道の負担金を計上しま

した。以上で、補足説明を終わります。 

○教育総務課長（吉田 喜久吉君）  議案第３６号、教育総務課関係につきまして、その補足

説明を申し上げます。１８～１９ページをお願いいたします。１０款２項１目、学校管理費１５節、工

事請負費２２９万９千円は、川南小学校教室棟屋外の非常階段手すりの老朽化に伴う取替え工

事２カ所分と、同じく教室棟軒裏のコンクリート剥離に伴う改修工事２校分でございます。次に、３

項１目学校管理費１５節、工事請負費８２８万円は、国光源中学校技術室の床が、長年の使用

で著しく老朽化しており、安全面を考慮しての改修工事であります。次に、２１ページ下段になり

ます。１０款５項３目、学校給食費１５節、工事請負費の５４６万円は、調理場に設置してあります、

食器消毒保管庫の入れ替え工事であります。現在、６台稼働していますが、そのうち５台は以前

の給食センターから移設した保管庫で、いずれも購入年度が古いため、今回２台分を計上して

おります。以上で補足説明を終わります。 

○生涯学習課長（橋本 正夫君）  議案第３６号、生涯学習課関係につきまして、その補足説

明を申し上げます。２０、２１ページをお願いいたします。１０款４項１目社会教育総務費の報償費

８４万２千円は、地域コーディネーター活動謝金でございます。１０款４項３目、文化施設費の修

繕料１４５万５千円は、文化ホール非常用発電機が劣化により故障したため修理するものでござ

います。同目の事務補助賃金７５万８千円は、図書館業務の６カ月分の臨時職員賃金でありま

す。同目、モーツァルト祭実施事業補助金２１０万円は、文化事業の一大イベントとして定着いた

しました、モーツァルト祭実施事業の実行委員会に補助するものであります。以上で補足説明を

終わります。 
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○町民課長（黒木 秀一君）  議案第３７号につきまして、その補足説明を申し上げます。７～８

ページをお願いします。まず歳入ですが、１款１項１目、一般被保険者国民健康保険税と２目、

退職者披保険者等国民健康保険税をあわせ、３，８９３万３千円を増額し、総額を６億５，９３２万

６千円としました。本町の医療費は、県下では下位のランクではありますが、医療費の伸び率は

年々上昇し、本町の国民健康保険事業特別会計は、厳しい状況ではありますが、本年度も前年

度と同様の所得割等の税率により本算定を行ったところでございます。また、１人当たりの国民健

康保険税は前年度より７，６４９円増の１２万４，０８５円となりました。これは、口蹄疫の手当金等に

よる所得の増等によるものであります。９から１０ページをお願いします。５款１項１目、療養給付

費交付金２，０１５万９千円の増額は、社会保険診療報酬支払基金からの交付決定通知によるも

のでございます。６款１項６目、前期高齢者交付金１００万１千円の減額につきましても、社会保

険診療報酬支払基金からの交付決定通知によるものでございます。 

 １１、１２ページをお願いします。次に歳出ですが、２款１項１目、一般披保険者療養給付費２，

０７３万６千円、２目、退職披保険者等療養給付費２，１７６万６千円、３目、一般披保険者療養費

２０万円、４目、退職披保険者等療養費１４万２千円の増額は、医療費の増を見込み、追加計上

いたしました。２款２項１目、一般披保険者高額療養費１，２０５万３千円、２目、退職披保険者等

高額療養費３７０万５千円の増額は、高額療養費の増額を見込み、追加計上いたしました。１３

～１４ページをお願いします。３款１項１目、後期高齢者支援金等５３万３千円の増額、４款１項１

目、前期高齢者納付金等２万円の増額、次の１５～１６ページをお願いします。６款１項１目、介

護納付金２６万３千円の減額については、それぞれ社会診療報酬支払基金の算定通知により計

上いたしました。以上で補足説明を終わります。 

○議長（山下 壽君）  以上で、提案理由の説明並びに補足説明を終わります。 

 日程第１２ 報告第 １号 「平成２２年度川南町一般会計繰越明許費繰越計算書について」

を議題とします。朗読は省略します。本件について、提出者の報告を求めます。 

○町長（日髙 昭彦君）  報告第１号「平成２２年度川南町一般会計繰越明許費繰越計算に

ついて」ご説明申し上げます。この報告は、平成２２年度川南町一般会計補正予算（第１１号・第

１２号）のきめ細かな交付金事業６，５３６万７千円、まちづくり交付金事業１，７５９万３千円、口蹄

疫被害対応住民税システム改修事業９２万４千円、地方道路交付金事業５，０８０万円及び、住

民に光をそそぐ交付金事業７４万５千円の繰越明許費につきまして、翌年度の繰越額が平成２２

年度川南町繰越明許費繰越計算書のとおり確定しましたので、地方自治法施行令第１４６条第

２項の規定により報告するものでございます。 

○議長（山下 壽君）  ただいまの報告に対する、質疑を行います。質疑はありませんか。質疑

なしと認めます。これで質疑を終わります。以上で、報告を終わります。 

 以上で、本日の日程は、全部終了しました。本日は、これで散会します。皆さん、おつかれさま

でございました。 
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午前１０時５９分閉会 

 

 


